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あらまし  本論文は、日本語の音の響きのアクセントや各発音の口の形状に基づいた計量と単語の共起性から、

作詞において最適な韻表現を膨大な単語データベースから算出するシステムとして、“音と意味の関連性計量による韻

表現形成システム”を示す。本システムは、「音」と「意味」の二種類の側面から単語の類似度を図り、ユーザーの求める最も

適切な韻表現を算出する手法実現する。システム・アーキテクチャとして、「韻を踏みたい単語」と「出力の単語の方向性」の

2 つが入力されると、適切な韻表現一覧が類似度順に列挙する仕組みを提案する。 
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1. はじめに  

楽曲において歌詞の存在意義はメッセージを伝え

る役割としての部分にフォーカスされることが多い。

しかし実際には他の楽器の音と並んだ純粋な音として

の側面も非常に大きく、作詞に際してはメッセージを

単純に詰め込むだけでなく心地の良い響きになるよう

に単語を選んでいくことが必要になってくる。  

心地の良い音の響きを生み出す手段としては、同じ

ような響きの単語を連続する「韻表現」が用いられる

ことがある。韻表現を提案するシステム自体は Web サ

ービス等ですでに幾つか公開されているが、いずれも

母音の完全一致のみで検索するものや、ユーザーが追

加していく形式のものが多い。これらはあまり韻表現

の候補の数があまり多くなく、あまり関係のない単語

ばかりが出てくるため実際の作詞にはなかなか活かし

づらいのが現状である。  

そのような中で実際の歌詞の中で使われる韻につ

いて調査し、韻表現になり得るような音の変化の規則

を作った。この規則に基づき大量の日本語単語の中か

ら韻表現を作り出し、更に意味的にもユーザーの求め

る方向性のものを推薦するようなシステムを提案する。 

このシステムは無作為に選ばれた大量の単語の中

から韻表現になりうる単語を推薦するため、クリエイ

ティビティを刺激するものとなると考える。  

 

2. 基本構成  

本論文では「音」と「意味」の二種類の側面から単

語の類似度を図り、ユーザーの求める最も適切な韻表

現を算出する手法と実装について提案する。  

システムのアーキテクチャとしては「韻を踏みたい

単語」と「出力の単語の方向性」の 2 つを入力すると、

適切な韻表現一覧が類似度順に列挙されるような仕組

みを提案する。  

3. 韻表現の定義  

韻表現とは、一般的に韻は母音部分の並びが近いも

のを指すことが多い。例えば「経済」と「兵隊」とい

う単語は母音に注目するといずれも「 eiai」と一致し

た音になっている事がわかる。このような母音が近い

ものを歌詞の中で何度も出てくることによって歌詞の

音の響きが気持ちの良い物となるため、韻表現という

概念は作詞において重要になってくる。  

ただし日本語の韻表現においては単純に母音の一

致の話だけではなく、母音以外の弱い音が発音の仕方

によって変化するため、それを前提とした仕組みを作

る必要がある。  

 

4. 韻表現の規則  

本章では韻表現を作るためのいくつかの規則につ

いて述べていく。  

前提条件として、日本語は基本的に「ア」「イ」「ウ」

「エ」「オ」からなる母音と、「ッ」「―」「ン」によっ

て構成される。本論文においては「ッ」「―」「ン」に

ついては「弱形」と呼称することにする。  

 

4.1. 母音の一致 

最もよく知られている韻表現の規則は「母音の一致」

である。日本語はすべての単語が母音+子音の組み合

わせで表す事ができるため、基本的には母音が一致し

ているかどうかで韻表現を見つけ出すことができる。  

しかし実際の歌詞においては厳密な母音の一致だ

けでなく、発音の仕方などによってより柔軟に韻表現

を生み出していることがある。特に前述した弱形は特

定の母音に変化したり、発音されなくても問題がない

場合がある。  

これらを前提とした韻表現を作り出す仕組みを設

定する必要がある。  



 

 

 

4.2. 弱形の変化規則 

一般的に「ー」は前の音と同じ音として認識される

ことが多い。例えば「ドール」という単語は前述の規

則に則ると「オオウ」の母音であると捉える事ができ

るため、「凍る」と押韻ができることがわかる。しかし

実際には母音の並びが「オウウ」である「ソウル」と

も押韻ができていると一般的には評価されることが多

い。  

これは「オー」が「オオ」とも「オウ」とも変化し

うるということである。今は「―」について紹介した

が、実際には先程弱形として定義した「ッ」「―」「ン」

の 3 つ全てに同様の変化を認めることができる。先程

例として挙げた「ドール」「凍る」「ソウル」について

は、「音符」「ロック」でも押韻ができる、というよう

な形である。同様に母音の「エ」の後の弱形について

も似たような変化が起きる。そのため「ケーキ」「ケネ

ディ」「兵士」「燃費」「メッキ」などは韻表現として挙

げることができる。  

これは発音における口の物理的な構造が変化に大

きく関わってきていることによるものである。日本語

の母音は口の開き方の構造上、「オ」と「ウ」が発音と

して近く、「エ」と「イ」も発音が近い。また「オ」に

比べて「ウ」のほうが、「エ」に比べて「イ」のほうが

口が狭い。そのため様々な歌詞における韻表現では、

弱形に当たる音がその前の音と同じ母音か、それに近

い音に変化する。  

 

口の形状と母音の関係性をもとに作成した図 [4] 

 

これらの特徴をもとに定義した変化規則は以下の

通りである。  

 

弱形と母音の対応表  

 

4.3. 弱形の特徴 

弱形は特徴として以下の 3 つの規則をあげることが

できる。  

①  弱形は単語の冒頭に来ない  

②  弱形は基本的に連続しない  

③  単語中の任意の部分に追加、または任意の弱系

の削除をしても良い  

 

①は「ンジャメナ」などの特殊な例を除き、基本的

には弱形から始まる単語は存在しないため。  

②は「―ン」以外は基本的に存在しないため。  

③は韻表現において基本的にいちばん重要なのは

母音部分であるため、弱形を追加や削除しても十分に

韻表現になりえるため。  

 

4.4. 頭韻・脚韻 

韻表現においてはすべての音が一致する必要はな

く、一部分だけが一致しているだけで十分歌詞におい

て使うことができる。例えば「サンダーボルト」とい

う言葉は「速度」という単語は文字数が違うが、「ボル

ト」の部分と「速度」では押韻ができているといえる。

このように単語の後半部分が一致しているものを脚韻

と言い、実際の作詞の際にはこの脚韻がよく使われて

いるのを見ることができる。  

 

5. 辞書データベース  

データベースの構造は「 id」「単語」「単語の母音＋

弱形」「弱形置換済み語」を記録したものである。「弱

形置換済み語」とは弱形に当たるものを特定の記号 (今

回は w)に差し替えたものを配列にして格納したもの

である。これが配列として格納されるのは、同じ母音

が 3 つ連続している場合、前述の「弱形の変化規則」

「弱形の特徴」に基づくとどの母音を弱形として捉え

るかで「弱形置換済み語」が変わるからである。例え

ば例えば「山肌」という単語の場合、母音は「アアア

ア」であるがこの語の「弱形置換済み語」は「 "ア w

ア w,ア w アア ,アア w ア "」と格納される。  

辞書データの作成には mecab-ipadic-NEologd を用い



 

 

た。作詞のためのデータベースであるため、広辞苑等

の辞書なども検討したが、実際の作詞においては俗語

がよく出てくるため俗語などを固有表現として再録し

ている mecab-ipadic-NEologd を選択した。歌詞専用の

データベースを作るのであれば既存の歌詞をもとに固

有表現を作り出すのも有効であると考えることもでき

るが、様々なジャンルや表現に対応することを考えて

より 一般 的 でフ ラ ット な表 現を 作 り出 せ そう な

mecab-ipadic-NEologd のほうが今回は適していると考

えた。  

6. 意味的計量  

韻表現において当然音の類似度も重要であるが、意味

通る単語を選択する必要性もある。今回は単語の共起

性をもとに類似度を算出するために、wikipedia の文書

を学習させた word2vec を用いた。  

 

7. 実装  

ここまで記してきた規則をもとに韻表現を作るシ

ステムを実装する上ではこれらの規則を当てはめる順

番が重要になってくる。  

私が提案するのは以下の順番で処理をしていく実

装である。  

 

①  入力単語から母音を抽出する  

②  弱形になりえる音を弱形を表すに置換する  

③  ②をもとに記号に置換された弱形を戻す全パタ

ーンを生成し、さらにそれをもとに脚韻になり

うる表現を生成する  

④  ③で生成された韻表現になりうる母音＋弱形を

単語データベースの「単語の母音＋弱形」を比

較し、一致するものを選択する  

⑤  ④で得られた結果をもとに、求める単語の雰囲

気と最も共起性の高い単語を word2vecによって

ソーティングする  

 

この実装の流れについて説明する。まず①は入力単

語から一度母音を抽出する。例えば「応援歌」という

入力があった場合は「オウエンア」にする。②は弱形

になりえる音をすべて弱形としてカウントする。応援

団の例だと、4 文字目の「ン」は弱形だが 2 文字目の

「ウ」もその前が「オ」であるため、弱形にカウント

される。このとき、弱形をすべて等価で扱うため弱形

を [w]と表記し、オ w エ w アとした。これをもとに③

を実行し、「弱形置換済み語」から韻表現になり得る「母

音＋弱形」の組み合わせを求める。そして⑤にてその

中から最も求める単語に近い雰囲気のものと共起性の

高い単語を、word2vec を用いてソーティングする。  

 

8. 実験  

「応援歌」という単語をもとにした韻表現を探す実

験をした。その結果、韻表現になりうる母音＋弱形の

組み合わせは以下の 32 通りとなった。  

 

これをもとに韻表現を求めると合計 806 個の韻表現

を見つけることができた。一方で既存の韻検索サービ

スなどで提供される完全な母音の一致である「オウエ

ンア」の韻表現は 1 つしか見つからなかったことから、

より適切な韻表現を見つけることができるようになっ

たと言える。また「音楽」に近い韻表現を見つけよう

としたところ、上位に「ドレミファ」が来るなど目的

の韻を見つけることができた。  

一方で大量のマイナーな「島」の名前が出てくるな

ど、実際の作詞では使いづらくなるノイズも多々見ら

れた。故に辞書データの改善は必要であると考えられ

る。  

 

9. まとめ  

本手法を用いる事によって既存の韻表現検索サー

ビスよりも幅広い表現を得ることができた。  

現在は意味についてのソーティングのみをしてい

るが、今後は音の類似性と意味の類似性のどちらを重

要視するかなど重み付けによって設定できるようにし

たい。また「忠犬ハチ公」と「運命の赤い糸」など、

慣用表現の韻表現の検索もできるようにしたい。  
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